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1. 進捗状況について 
1.1 工程について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅川ダム建設工事 全体工程表
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備　考

　▼

準備工 式 1

転流工

上流二次締切 m3 1,606

左岸沢処理工 式 1

下流締切工 式 1

ﾀﾞﾑ土工

左岸天端以上 m3 72,149

左岸天端以下 m3 76,071

右岸天端以上 m3 5,158

右岸天端以下 m3 52,279

河床部（EL520以下） m3 30,217

岩着面処理 ㎡ 11,180 次年度継続

堤体工

堤体コンクリート m3 136,248 次年度継続

減勢工コンクリート m3 4,384 次年度継続

造成アバット工 m3 6,108

埋設工 式 1 次年度継続

天端工、天端橋梁工 式 1

基礎処理工

コンソリデーショングラウチング m 2,021 次年度継続

カーテングラウチング m 4,605

濁水処理運転工 日 次年度継続

閉塞工

堤外仮排水トンネル閉塞工 式 1

調査横坑閉塞工 式 1 次年度継続

法面保護工 ㎡ 20,659

建設発生土処理工 式 1 次年度継続

河川取付工 式 1

下流取付魚道工 式 1

左岸取付道路擁壁工 式 1

フーチング階段工 式 1

通廊附帯工 式 1

構造物撤去工 式 1

転落防止柵設置工 ｍ 559

CSG地すべり対策工

掘削 m3 20,008

CSG工 m3 65,137

保護コンクリート工 m3 13,932

堤体仮設工

骨材貯蔵・輸送設備 式 1

コンクリート製造設備 式 1

セメント貯蔵・輸送設備 式 1

コンクリート打設設備 式 1

基礎処理仮設工 式 1

濁水処理設備 式 1

給排水設備 式 1 次年度継続

工事用道路 式 1

CSG仮設工

転流工 式 1

ストックヤード工 式 1

工事用道路 式 1

CSG設備 式 1

濁水処理設備 式 1

電気設備仮設工 式 1 次年度継続

平成２４年度平成22年度
単位 数量

平成２３年度

22リフト（生コン）

TL-4 TL-2、3、5、6、7 TR-１、2、3、4、6

補強土壁 基礎・据付

ヤード造成 基礎 据付

ヤード造成 基礎 据付

据付基礎掘削 ・ 土留壁

220m3/h

サイロ据付

CSG河床進入路

実機試験

残土受入れ 法面保護工・排水施設

転流水路（φ1350管路部) 一次締切 ･転流 二次締切（試験施工）

CSG打設

配管

σ28

TL-1 TR-5,7

ﾌﾟﾗﾝﾄ据付

議会承認 本契約
伐採工（左岸→右岸）

堤体（4BL、9リフト）

パイロット道路

パイロット道路

ポータブル

造成、基礎、据付

運転

CSG打設進入路
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1.2 本体工事および貯水池地すべり工事進捗状況について 
(1) 本体工事進捗状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真５ ダム右岸側の状況 

写真１ 仮設備の状況 

写真２ ＣＳＧ押え盛土（転流工）の状況 

写真３ 造成アバットメントの状況 

写真４ ダム左岸側の状況 
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浅川ダム建設工事　施工状況図
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写真１ 

写真２ 
写真４ 

写真５ 

 
写真３ 

畑山残土しょりCSG 押え盛土 

骨材貯設備

ｺﾝｸﾘｰﾄ製造設備 

浅川ダム 

 

 

CSG押え盛土 畑山残土処理場 

ｺﾝｸﾘｰﾄ製造設備 

骨材貯蔵設備

浅川ダム 
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(2) 地すべり対策工進捗状況 

 
 

平成 23年 3月末までに完成した地すべり対策工事 
 

○Ｒ－２ブロック 
・頭部排土工 V=67,021m3 
・鋼管杭工(L=12.0m～25.5m φ508.0mm) N=52本 
 
○Ｒ－１ｂブロック 
・鋼管杭工(L=11.0m～19.0m φ500.0mm) N=42本 

 
○Ｌ－２ｃブロック 
・鋼管杭工(L=9.0m～19.5m φ508.0mm) N=54本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｌ－６

Ｌ－５

Ｌ－２ｃ

Ｒ－２

Ｒ－１ｂ

写真①

写真②

写真③

写真① Ｒ－２ブロック（頭部排土工） 写真② Ｒ－１ｂブロック（鋼管杭工） 写真③ Ｌ－２ｃブロック（鋼管杭工） 
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2 次仕上げ掘削（ツインヘッダー） 
掘削厚(10cm) 

仕上げ掘削後：高圧水による水洗い清掃 

バックホウによる集積・高圧水による清掃 

コンクリート打設 

シート養生 

打設前清掃：高圧水による水洗い清掃 

打設完了 

2
4
時
間
以
内
 

粗掘削（リッパ付きブルドーザ 32t 級 
・大型ブレーカー） 

仕上げ掘削用残し厚(70cm～80cm) 

1 次掘削（0.25m3ツインヘッダー） 
掘削厚（60cm～70cm） 

10
日
以
内
 

1 次仕上げ掘削 

粗 掘 削 

2 次仕上げ掘削 

岩盤検査（粗掘削時） 

 全体の岩盤の性状を把握する。
 基礎掘削の妥当性を確認する。

岩盤検査 

 最終的な打設面の検査 
 （河川法上の岩盤検査） 

打設前検査 

劣化部除去 

1.3 浅川ダムの仕上げ掘削について 
1.3.1 岩盤面処理の概要 
浅川ダムの基礎岩盤には、掘削による応力開放と吸水反応により膨潤・スレーキングを起こしやすい

性質を持った変質部が存在し、掘削後に長期間放置すると劣化（主にスメクタイトボールの膨潤）が進

む特徴がある。このため、設計当初から仕上げ掘削厚さを通常の 50cm より厚く確保し、1 次掘削と 2
次掘削の 2段階仕上げを採用するとともに、２次掘削開始からコンクリート打設完了までを 24時間で終
了する計画としている。 
丁寧な岩盤面処理を実施する必要があるため、造成アバットの施工時に試験施工を行い、仕上げ掘削

の仕様を設定した。 
粗掘削から仕上げ掘削に至るまでの岩盤面処理施工フローを図－1.3.1に示す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1 岩盤面処理施工フロー 

 

1.3.2 粗掘削と 1次仕上げ掘削 
粗掘削と 1次仕上げ掘削の仕様は、「放置時間と劣化深さの関係」に基づき設定した。 
(1) 基礎岩盤の劣化速度 

基礎岩盤の劣化の速度を推定するために、これまでに実施された種々の調査・試験結果から得られ

る時間－劣化深の関係を図 1.3.2にプロットした。 
図 1.3.2より、施工計画における掘削後の経過日数に対する仕上げ掘削厚は、試験値に対して施工
計画上の安全を考慮し、段階的に設定し以下のとおりとした。 

 掘削を行って（曝露されて）5年程度を経過した場合においても、曝露による劣化の深さは
最大 30cm と設定した。 

 10日以内であれば、劣化の深さは最大 10cm以内と設定した。 
 10日以上１年以内では、20cm程度に設定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 粗掘削・1次掘削仕様 

前述の結果を踏まえ、より丁寧に実施する浅川ダムにおける仕上げ掘削の施工仕様は、「放置時間と劣

化速度の関係」を踏まえ仕上げ掘削は以下の考えに基づき設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仕上げ掘削面を水没してからの経過時間

①

②

③

④

⑤⑥
⑧⑨

⑦

⑩⑪⑫⑬

５年４年３年２年１年128日100日50日29日２時間 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 10日 17日 22日

0

10

20

30

40

50

仕
上
げ
掘
削
面
か
ら
の
劣
化
深
度
(
c
m
) 劣化部を除去するための仕上げ掘削深さ

劣化部を除去するための仕上げ掘削深さ

 ●：調査・試験による劣化深さの実測地（最大値）
①：試験値の整理番号（下の注を参照）

注）①：掘削後５年を経た調査横坑の踏前を掘削した結果より。踏前は横坑掘削時に清掃してはいないので、劣化深さはかなり深めになっていると考えられる。

　　②：掘削後４年を経た調査横坑の側壁を掘削した結果より。

　　③～⑦：横坑踏前で行った劣化試験（針貫入試験）の結果より。
　　⑧～⑬：劣化を考慮したせん断試験面で行った針貫入試験の結果より。

図 1.3.2 暴露後の経過時間と劣化深度の関係 

 
 仕上げ掘削は、掘削によるゆるみ深とスレーキングによる劣化深を考慮したものと

する。 
 仕上げ掘削は、ゆるみ深 50cmとスレーキングによる劣化深 20cm～30cm考慮し、
河床部 70cm、アバット部 80cmとして設定する。 

 仕上げ掘削は、1次掘削と 2次掘削とに分割し、それぞれ 60～70cm、10cmとする。
 1次掘削から 2次掘削までの経過時間は、最大 10日とする。 
 1次仕上げ掘削には、試験施工に基づき確実な仕上げ掘削が可能で施工効率の良好な
ツインヘッダーを用いるものとする。 

粗掘削および 1次仕上げ掘削仕様 



5 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3) 2次仕上げ掘削仕様 

前述の結果を踏まえ、浅川ダムにおける 2 次仕上げ掘削の施工仕様は、所要強度を得るために以下の
考えに基づき設定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3.3 2次仕上げ掘削後の岩盤清掃 
浅川ダムでは、打設面に現れるスメクタイトの変質部を除去し劣化を防止するため、スメクタイトの

分布割合が比較的多いと想定される左岸造成アバットメント部において試験施工を行って以下のような

岩盤清掃仕様を決定した。 
 
(1) ２次仕上げ掘削直後の高圧水による水洗い清掃 

高圧水による水洗い清掃することでツインヘッダのビット跡に付着するスメクタイトを確実に除

去できることを確認した。（写真 1.3.1参照） 
 

(2) シート養生 

2次仕上げ掘削後、水洗い清掃を行った後シート養生を行うこととしているが、シート養生時間を
決定するため試験を行った。シート養生を 18 時間行った後、シートを撤去してその経過を調べたと
ころ、写真 1.3.2 に示すとおり撤去後 1.5 時間以内ではクラックの発生はほとんど確認されないが、
3時間経過後ではヘアクラックが認められた。 
したがって、仕上げ掘削後の劣化を最低限に抑えるため、打設直前までシート養生することとした。 
 

(3) コンクリート打設直前における高圧水による水洗い清掃 

養生シート撤去後にスメクタイトボールにヌメリが発生する現象がみられた。このため、打設直前

に清掃を行いこれらのスメクタイトボールのヌメリを除去することとした。 
写真 1.3.3に示すように、高圧水によって水洗いした後でバキューム吸引することにより、スメク
タイトボール表面のヌメリは確実に除去できることを確認した。したがって、コンクリート打設直前

には、再度水洗いとバキューム吸引による清掃を行うこととした。 
 

(4) 岩盤清掃仕様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 2次仕上げ掘削厚は、10cmとする。 
 2次仕上げ掘削開始からコンクリート打設完了までの作業時間は、24時間以内とする。
 2 次仕上げ掘削には、確実な仕上げ掘削が可能で施工効率の良好なツインヘッダーを
用いるものとする。 

2次仕上げ掘削仕様 

 
 2次仕上げ掘削直後の岩盤清掃は、高圧水による水洗いとバキューム吸引による清掃とする。
 2次仕上げし、水洗いした岩盤は、仕上げ掘削後の劣化を最低限に抑えるため、できる限り
打設直前までシート養生する。 

 コンクリート打設直前には、高圧水による水洗いとバキューム吸引による清掃を行う。 
 最終的に目視等により確認を行い、必要箇所については人力により劣化部の除去を行う。 

岩盤清掃仕様 
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写真 1.3.1 二次仕上げ後の清掃面状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1.3.2 シート撤去暴露後のスメクタイトの状況（ヘアクラック発生） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1.3.3 シート養生暴露後の清掃の効果 

 

 
 
 
 
 
 
 

撤去後 1.5時間 撤去後 3.0時間 

清掃前： 

スメクタイトボール表面にヌ

メリあり 

高圧水による水洗い後： 

スメクタイトボール表面の

ヌメリが除去された 

高圧空気 高圧水による水洗 


